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1.
はじめ
に
「進学案内書」と専修大学 (ー)
明治十年
代から現
在に
至るま
で 、
移し
い数の進
学案内童宍受験雑
誌が刊
行
され
てきた
。
これ
ら
の雑
誌を
「進学案内書」
とし
て日
本近
代教育雑誌
のな
か
に位
置づ
け、
その
意義
に
つい
て研
究を
行っ
てきた
のが
菅
原亮芳
氏で
ある
。
菅原
氏に
よる
と
「進学案内書」
とは
「就学、
あるい
は進
学、
時に
は上京進学し、
学問し
よう
と志し
てい
た青
年た
ちに
対し
て、
第l
に上
京にあた
って
の注
意、
第2
に各
学校
の学則、
そし
て第3
に各
主要学校
の入学試験問題
などの
項目を
設け、
進学
に
関す
る情
報を
提供し
たガ
イド
ブ
ック
」
でーあると
いう
。
特に
明治中ご
ろ、
東京
には
数多く
の私立学校が開校
した
こともあり
、
東京
の官
公
私立学校を対象
とした
「進学案内書」
が相
次い
で刊
行さ
れた
。
菅原氏
は
これ
まで
「進学案内書」
が教
育
史のな
か
で補助的な資料
とし
て使われ
てきた
こと
に対
し
て、
これ
まで
の教
育
史の中
心で
あっ
瀬戸
口龍
一
(大学史資料課)綿豊
大
(大学史資料課)
石
た文
部省や地方自治
体など
の意志決定機関か
ら出さ
れた
法
令や学
校
その
もの
の分
析で
はなく
、
教育
の受
け手
であ
る学
生の
視
点か
ら見た
教育史
を考え
る際
の資
料
とし
て
「進学案内書」
を見
てい
く必要性が
ある
と提
唱し
ている
。
その
ため
に
「進学案内書」
を「
網羅
的に
取り
上げ、
本格的な書誌的分析、
全面的な
内容分
析を
行う必要が
ある
」 2
と述
べ
ている
。
このよ
うな
「進学案内書」
は近
代にな
って初
め
て生まれ
てきた訳
では
な
い。
江戸時代中期、
明和
五年
(一
七六八)
に第
一版が刊
行さ
れた
『平安人物誌』
の凡
例の
一番目
には
「此編之作
為他邦人遊学於
京師者輯罵」
(此
の編の
作 、
他邦
の人
、
京師
に遊学
する
者の為
に輯
む)
とある
。
つま
り、
こ
の書
は他
国の人
で京
都
に遊
学
した
いと
思っ
ている
人たち
のた
め
に編
集
された
ことがわかり
、 そ
の内
容は京
都に
住ん
でい
る文化人
の姓
名
や住所、
俗称
などが書
かれたも
の
である
。
まさ
に江
戸時
代における
「進学案内書」
という
こと
が
できるだ
ろう
。
この書
籍
はその後
、
何度も
改版
され
、
慶応
三年
(一
八六七)
には
第
九版が
刊行さ
れた
。
実に百
年に
渡っ
て刊
行さ
れ続
けた
の
である
。
しか
しながら
、
先に
挙げ
た凡
例にある
「此編之作為i」
という
文
言は
早く
も安永
四年
(一
七七五)
の第二版に
は凡
例の
三番
目に
「此
編所輯者住於京師人而己如遊事於他
園者輿
暫寓於京師者則除
之」
と
いう
文言
に変
わっ
ている
。
さら に天
明二
年
(一
七八
二)
の第
三版
以
降、
凡例
には
もはや
「他邦」
や「
他国」
から
の
「遊学」
や
「遊事」
のた
め
の書であると
いう
文言を
見る
こと
は出 来な
い。
これ
は京
都か
ら江
戸へ学
問の中
心地が移り
、
地域
の人々
の遊
学す
る場
所が
江
戸や
長 崎
に移り
変わ
って
いっ
たためと
考え
られ
ている
。
「進学案内書」
につ
いて
は
これま
での
菅
原氏
の長 年の研 究によ
っ
ていく
つかの
個別
の
「進学案内書」
の書
誌情
報は明
ら か
にさ
れ、
そ
の上
で
「網羅的」
に取り
上げられ
、
体系づ
けられ
てきた
。
しかしな
がら、
各学校 に
つい
て記
され
てきた
内容
の分
析は、
その
数
の膨
大さ
もあ
ってなさ
れてい
ない
状況
である
。
近年、
大き
な進
展お
よび
広が
りを
見せ始
め
た大
学史研
究にお
い
て、
その
時々
の学
則や
大
学の様
子が
書か
れ
ている
「進学案内書」
を詳
細
に見て
いく
こと
は、
外か
ら見た大
学の姿
を考え
るう
え
でも重要な意
味を持
つもの
と思われ
る。 また、
明治
・大
正・昭
和、
そし
て現
代ま
でも続く
「進学案内書」
も先
に挙
げた
『平安人物誌』
のよ
うに
、 そ
の時
代によ
って
、そ
の目
的や
対象と
する
読者、
また
は作
成
者な
どに
変化が
見ら
れる
の
では
ない
だろ
うか。
本稿
では
このよ
うな考
えから
「進学案内書」
を出
来る限り
一点
一点取り上げ、
専修学校
に関
する
記事を分析す
ること
によ
って
「進学案内書」
を明
治期
の書籍史研究
のなかに
、
そし
て大
学史研
究のな
か
に位
置づ
ける
こと
を目
的
とする
。
近年
の童霧史研究は従
来
の作
者
・作
品 論
だけで
なく
、
販売
・流 通・
流布
・読者など
様々
な視
点から書
籍を捉え
る研
究
がなされ
て
いる
30
本稿
もそ
のよ
うな
視点を
取り入れ、
また菅
原氏
の研究
にも
依拠
しっ
て少
し
でも新た
な点を提
示で
きればと
考え
てい
る4
0
2.
明治期
に
お け る 進 学 案 内 書 と 私 立 学 校 の 設 立 状 況
ここ
では
明
治期
の出版状
況お
よび
「進学案内書」
の位
置づ
けに
つ
いて
先
行研究
に依 拠し
つつ
、
確認し
ておく
こと
とする。
その
後 、 明
治期
にお
け
る官
公私立
の高等教育機関
の設
立状
況を、
本学
の前
身で
ある
専
修学校を中心
に述
べていく
こと
とする
。
先に
も
述べた
が近年、
近世書籍
史研究は作者
・作
品論
だけで
なく
、
読者や
流通、
販売
とい
った視
点
から
の研
究が
なされ
ており
、
その
成
果と
し
て、
江戸時
代にお
い
ても三都
だけで
なく
、
広く書
籍が流通さ
れ、
地方
の書臨時
や貸
本屋
によ
って
、
または
村には
「蔵書
の家
」
と呼
ばれる
書
籍を収集し
てい
た庄
屋層
など
の農
民た
ちが存
在し
、多
くの
人が々
書
籍を読むこと
がで
きたと
いう
報告も
なさ
れている
。
この
よ
うな研
究状況5
は、
これま
での
幕
末や
近
代にな
って新
聞や
雑誌
など
の活
字
メディ
アの
発達
によ
って全
国
に広ま
って
いっ
た と
いう
ような
no 
一明治十~二十年代を中心として一
認識
に対
して
、
近世
におい
ても
出版、
読書
は全国
的な広まりを見せ
てい
たと
いうこと
を提
示し
た。
この
よう
な近
世書籍
史研
究を踏
まえた
上
で、
永嶺氏は
「江戸時代
の読
書状
況と近
代の
読書状況と
が根本的かっ構造的
にま
ったく
異質
のもの
である
」
6と
いう
。
その
大きな違
いが
「出版物
流通
の〈速度〉
と〈
量〉」
である
と指
摘す
る。
その
要
因に鉄
道の出
現があり
、
書籍
の全
国的な
流通網
の 形成
が明
治三十
年
代であ
ると結
論づ
け、
明治三
十年前後
に新
聞や雑
誌、
書籍
がそ
の数
を急
激に
増や す理 由は
「中央
活字
メディ
ア
の地
方進出攻勢」
であ
ると述
べている
。
一方
、
本稿
で取り
上げ
る
「進学案内書」
はど
のよ
うな
傾向を
見せ
ている
だ
ろうか。菅
原
氏の研
究
7によ
ると現
在の
ところ
、
近代
に入
っ
て見
られる
「進学案内書」
の最 初の
刊行年は明治十六年
(一
八八三)
である
。
そし
て、
その
種
類、
量は
明治
二十年代、
さら
に明
治三十
年
代と時
代を追う
ご
とに
増え続
ける
ことが
指摘
され
ている
。
特に明
治
三十
年代は
「進学案内書」
の内
容に
も地域
的な広が
りを
見る
ことが
でき
、
全国
の諸
学校を
紹介す
る案
内書が
登場
す
る。
例を挙
げ
ると書
名に京
都、
近畿
など
が記
された
村
上逸
雄
『京都修学案内』
(山中勘
治郎、
中沢達吉
一九
O二
)、
西原実光
『近畿遊学便覧大阪之部』
(近畿遊学便覧発行所
一九
O二)
などが挙
げられ
る。
本稿
では
紙
面の都
合もあ
り、
今回
は明
治三
十年代
の
「進学案内書」
まで
立ち入る
ことは
できな
いが
、
「進学案内書」
が菅
原氏
の定義守
つ
けたよう
に上
京し
て学
問し
ようとし
た青 年た
ちに
向け
たも
の
であ
っ
「進学案内書」 と専修大学 (ー)
たなら
ば、
当然、
「進学案内書」
は地
方にま
で広
く流通・
販
売され
てい
る必
要性
があるだ
ろう
。
菅原氏が紹介し
てい
る正
宗白
鳥の文
章に
は確か
に「
これ
から
何
処
の学
校へ
行こ
うかと、
『遊学案内』
などを取
りよ
せ
て考 慮し
なが
ら、
他郷遊学
の光
景を
空想し
ているのは
楽し
か
った
であろ
う。
」
8と
ある
ように
、
当時、
岡山
にい
た正
宗が
「進学案内書」
を見
ていたこ
と
は
ここ
からわかる
。
しかし
、
正宗が手
にした
「進学案内書」
が岡
山
で
販売
され
ていた
ものか
は不明
である
。
つま
り
正宗
の言
葉は
「進学
案
内書」
の読
者側か
ら見 る場
合に
は有
効な史
料で
あ
るが、
販売・流通
の側
面は
この
史
料か
ら見る
ことは
できな
い。
本稿
で取
り上げ
る専
修
学校
にも
後に述
べるが
、
学生
の多
く
は地
方か
ら笈を負
うため
に上
京
して
きた若
者
たち
である
。
「進学案内書」
の読
者、
流通、
販売を考
える
場合
は、
その
よ
うな
学
校や
学生
を丹
念に
見ていく
必要
があ
るだ
ろう
。
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もう
一点
、
ここで
確認し
ておきた
いの
は
、
明治
期におけ
る教育制
度と学
校の問
題
である
。
当たり
前の
こと
であるが
「進学案内書」
の
刊行
は学
校の存
在あ
って
こそで
ある
。
そこで
、
本稿
で扱
う専修学校
を中
心に
この
時
期の
高等教育機
関に
つい
て触れ
ておく
。
専修学校
が設
立された
のが明治
十三
年
(一
八八O
)
のこ
とで
ある
。
明治十年代、
そし
て
二十
年
代に
は多く
の私
立学校、
特に法
律系
の私
立学
校が創
立された
。
それは
明
治政府が
法制を
整備
するた
めにこの
時期、
法律家
の養
成を
必要
とした
こともあ
るが
、
明治十年
代にな
っ
て高
ま
りを見せ
る自由民権運動も
一つ
の要
因
とし
て挙
げる
ことが
で
きる
だ
ろう
。
明治五年
(一
八七
二)、
森有
礼によ
って
「学制」
が公
布さ
れ、
近
代国家と
して
初
等教
育か
ら高
等教育ま
で整
備し
た
国民教
育が始
ま
っ
た。
もち
ろんそ
れ以
前、
例えば明
治二年
(一
八六九)
には
京都
に
お
ける
初め
ての
小
学校
の設置、
幕末か
ら
続く慶慮義塾
をはじめとした
私塾、
郷学
校な
ど
が存
在し
ており
、
それぞれ
におい
て教
育が行われ
てい
たこ
とは
言うま
でもな
い。
高等教育機関
とし
ての
大
学を
見
てみる
と、
「学制」
公布
に遡る
明
治二
年には
東
京におい
て昌
平学校
(旧昌平坂学問所)
を大
学校と
す
るな
ど、
初め
て
「大学」
とい
う名称
の学
校が生ま
れている
。
この
大
学校が
その
後
、
何回か
の統
廃合が
行われ、
明治十年
(一
八七七)
に
東京大
学が誕
生する
。
専修学校
の
「創立主己
巨には
「官立学
校ニ入
ラント
欲シ
テ能ハ
ス、
他ニ
適当
ノ学
校ヲ
求メ
テ之
ヲ得
ス、
終ニ志
スト
コロニ
従事
セ
サル
ヲ
致ス
ハ、
宣惜 ム
ヘキ
ノ至リ」
9を学
校設立
の理
由の
一つ
に挙げ
ている
。
つま
り、
当時、
高ま
りつ
つあっ
た高等教育を受
けた
いという
人々
の
意欲
に対
し
て、
官立学校だ
けで
はそ
れを賄
うこ
とが
でき
ないた
めに
私立学
校が設
立され
てい
った
とい
う
側面
も見
られる
。
「進学案内書」
が明
治十年代
に生まれ
た背
景
とし
て、
この
よう
な
高等教
育へ
の人々
の要
求と
それ
に対
す
るか
のよ
うに
数を
増やし
てい
く私立学校
の設
立状況
があ
ったこ
とは
間違
いな
いだろ
う。
3.
『 東 京 諸 学 校
学則一覧』と専修学校
菅沼氏が作成し
た「
近代
日本に
おける
進
学案内書
の文献目録」
に
よる
と
最も
早い
「進学案内書」
は、
明治十六
年
(一
八八三)
十一
月五
目、
小田勝太
郎が編
集
し、
英蘭
堂か
ら発行さ
れた
『東京諸学校
学則
一睦
歪
である
。
この
本は
現在、
国立国会図書館
にも
所蔵
され
、
その
全
文は
デジタ
ル画
像化さ
れ、
「近代
デジタ
ル
ライブ
ラリ
ー」
の
中で
見る
ことが
できる
。
本書 は
その
書
名の
通り
、 東京
にある
官
立学校、
私立学校や私塾
の
学則を学校別
に取
り上
げたも
の
である
。
発行
の目
的や
本
書の内
容に
ついて
は
次に
挙げ
る凡
例に見る
こと
が
できる
。
凡
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初忙
一該
書ハ
当時府
下有名
ノ官
私諸学校
ノ学科課程等
ヲ纂
集セ
シ者
ニシ
テ、
則チ
各地方ヨリ新
一一 笈ヲ
負フ
者ノ便
益一一
供ス
一該
書ヲ
分ツ
テ三冊
トシ
、
上中
二冊
ハ専一
フ官
立諸学校、
下一
冊
ハ専
ラ私立諸校
・塾
ノ学
則ヲ記
載ス
一該
書ハ
専ラ
覧
者ノ簡
便ヲ
旨ト
スル
ヲ以テ
、
最モ緊
要ナ
ル処ノ
ミヲ
集 拾
シ、煩
雑冗長
ノ部
分
ハ之
ヲ賛セ
ス編者識
明治十
六年三月
刊
この
凡
例にある
ように
『東京諸学校学則
一昨
見』
は明
治十六年当時、
・一明治十~二十年代を中心として一
東京
府に
おい
て有
名な
官公私立
の学
校の学
科課
程などを集め
たも
の
で、
そ
の編
纂の意
図は
「各地
方ヨ
リ新ニ
笈ヲ
負
フ者ノ便
益一
一供ス
」
ため
であった
。
つま
り 、
全国各地
から
遊
学の
ため
に 郷
里を
出て
きた
人たち
のた
めに
役
立つ
よ
うに
という
願い
が込め
ら
れている
。
その
意
味で
も本
書は明
治
期における
「進学案内書」
の原
型とも
号一 早え
よう
。
後に述
べるが
、
編者
であ
る小田自
身も広島県福山
市か
ら東京
へ遊
学
して
きた人
物
であ
った
。
取り
上げ
られた
学
校は凡
例
の通
り、
上巻
に
は五校
、
中巻
には
十一
校、
ここ
まで
が官
立学校
である
。
そし
て下
巻に
は私
立学
校ま
たは
私
塾が
二十
五校
挙げ
られ
ている
。 専修学校
は下
巻
の九
番
目にそ
の名
前
を見る
こと
が
できる。
ちなみ
に八番
目には
明
治法律学校
(明治大学
の前
身
)、
十番目
に
「東京英学校」
(青山学院大学
の前
身)
が収
録さ
れている
。
「進学案内書」と専修大学 (ー)
そし
て取
り上げた学則は読
者が簡
単に見る
ことが
できる
ように
、
全文を
取り上げ
るの
ではなく
、
大切だ
と思われ
る 部
分のみ
を収
録し
たこ
とがわか
る。
編者
であ
る小
田勝太
郎に
つい
て簡
単に
述 べ
るな
本書
の奥
付に
「本郷区駒込西片町十番地
(現文京区駒
込西片町)
寄留
・広島県士
族」
とあるように
、
小田は文
久二年
(一
八六
二)
に福
山市天神町
(現広島県福山市丸之内)
に生まれ
ている
。
幼い
ころ
から
漢
学を
学
び、
福山藩校
・誠之館を卒
業し
た後
、 東京
に上京し、
講道館柔道
の
創始者
・嘉
納治五
郎のも
と
でドイ
ツ学
およ
び柔
道を学ん
だ。
小田は
その
後 、
独逸協会学校
(濁協大学
の前
身)
、東
洋哲学
館など
で学
ん
だ後
、
陸軍幼年学校、
東京高等師範学校、
千葉県立佐原中学校
など
多く
の学 校で
漢
学や柔
道教
育に尽
力した人
物である
。
晩年
は上海
の
東亜同文書院
(愛知大学
の前
身
)、
母校
・誠
之館
でも教鞭
をと
った
。
本書
が刊
行さ
れた明
治十六
年は
小田
がまだ
二十
二才の時
であり
、
講道
館におい
て嘉
納治
五郎か
ら教え
を受
け
てい
る時
期であ
った
。小
田が故
郷福
山か
ら東
京に
出
てきた
の
は本
書刊
行の
わずか
一年
前の
こ
とで
ある
。
東京
に出
てきた
ばかりの小
田がど
のよ
うにし
て本
書の編
纂を行
ったかは
不明
であ
るが
、
自身
の経
験から地
方出身
者の
ため
に
「進学案内書」
の編
纂を
思い
立っ
たのか
も知
れな い。
出版
人お
よ
び発
行所
に
ついて
である
が、
奥付
による
と出
版人
は日
本橋区馬喰
町二丁
目五番地
(現中
央区日本
橋馬喰町
)、
東京府
平民
・
島村利助、
発免書林は本
郷区春
木町三丁目
一番
地
(現文 京区本郷
γ
英蘭堂支屈
とな
っている
。
国立国
会図書館蔵書検索
シス
テ
ムか
ら出
版者
の項
目に
「英蘭堂」
と入れ
て検
索す
ると、
百四
十三件
出てくる
。
刊行年を
見ると明
治三年
(一
八七O
)
のもの
が最
も古く、
最も新し
いもの
は大
正
十一
年(
一九
二二
)
に刊
ノ付し
ている
。
出版物
とし
ては
医学
・薬
学・
化学関
係のものがほ
とん
どで
、
『東京諸学校学則
一覧
』
は英
蘭
堂が発
行し
た書
籍
のな
か
でも
異彩を放
って
おり
、
国立国会図
書館が
所
蔵す
る
英蘭堂
発行
の書
籍の
うち、
「進学案内書」
は本
書の
みで
あった
。
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次に専
修学校
の部
分を見
てい
こう
。
次に挙
げ
る史
料は本
書にある
「専修学校規則」
の全
文を抜き出
した
もの
である
。
専修学校規則
教授
ノ事
一本
校ノ
教
授ハ
都テ
講
義ヲ
以テ
ス
一修
学期
ヲ二年
トシ
一年ヲ
分ツ
テ二期
トナス
第一期
九月十
六日
ヨリ
十二
月二十
五日
マテ
第二期
一月
十五
日ヨ
リ
六月三
十日
マデ
一毎
月
第一
ノ日
曜日
ニ於
テ討
論会
ヲ関キ生
徒ヲ
シ
テ講
習セ
シメ
、
第三
ノ
日曜
日ニ於
テ特
別講
義ヲナ
ス
ヘシ
一臨
時講義
ハ杉
亨二、
鳩山和夫等
ノ諸
君ニ嘱
ス
一授
業時間
ハ時
宜ニ
応シ
テ之レ
ヲ定ム
ベシ
、
尤モ各
級
一週二
八
時間
ヨリ
少ナ
カラ
ズ
但シ、
当分午後
三時
半
ヨリ
五時
半
マデ
ヲ経
済科
ト
シ、
六時
十五分
ヨリ
八時
半マ
デ
ヲ法
律科
ト
ス
一生
徒ヲ
分ツ
テ本
員
・別
員ノ二
種
トス
、
本員
ハ都
ベ
テ教
則ニ従
ツテ
学
ブモ
ノニシ
テ、
卒業
ノ節
ハ其証書
ヲ授
与ス、
別員
ハ必
ズシ
モ教
則ニ
従フヲ
要セ
ス、
故ニ卒業証
書ヲ
与ヘ
ズ
一毎
期小試
験ヲナ
シ、
毎年大試
験ヲナシ、
及第
セ
サル
者ハ
元
級
ニ留
ム
第一年
第一期
法律初歩
契約法
代理法
憲法
刑法大意
訴訟演習
第二期
同
私訴犯法訴訟演習
受托法
身分法
契約法
売買法
組合商業並会社法
第二年
第一期
海上法
海上保険法
治罪法
日本刑法
第二期
海上保険法流通証
書
ノ法
万国公法
訴訟演習
訴訟法
法理
同
法理
証拠法
仏国契約篇
訴訟演習
海上法訴訟法
立法論
入校退校
ノ事
一毎
年九
月ヲ以
テ入
校ノ
期ト
ス
但シ、
臨時入校
ヲ請
フ
モノ
ハ之
レヲ
許ス
ト離ト
モ、
試験
ヲ
経ザ
レパ
本
員タ
ル
ヲ得ズ
一年
齢満
十八年以上
ニアラ
サレ
ハ入
校ヲ
許サ
ス
但シ、
公私
ノ中
学ヲ
卒業
セ
シ者
ハ此
限一
一アラ
ズ
一入
校セ
ント
欲
スルモ
ノハ
塾
監局
へ 申出、
其許
可ヲ
得パ
書式
ノ
如ク
入
校証
ヲ認メ、
東京住
ノ父
兄
若シ
クハ
世話人ニ
テ身
元確
カナ
ル者ヲ以テ
保証人
トナ
スヘシ
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売買法
一退
校セ
ント
欲ス
ルト
キハ、
其旨塾監局
へ申
出ツ
ヘシ
、
然ル
ト
キハ
幹事 ヨ
リ保証人
へ入
校証
ヲ返
却ス
ヘキガ
故
- 一、
之ヲ
以テ
退校
ノ証
トナ
スヘシ
一断
リナ
ク欠
席二
ヶ月
以上
ニ至
レ
ハ退
校ト見
倣シ、
入校証
ヲ返
却ス
ヘシ
二旦
退校
シ再ヒ入
校ヲ
請フ
時ハ、
新入
ト同
様ノ手
続ヲ
経
へシ
学費
ノ事
一入
校ス
ルモノハ束
修ト
シテ
金
一円
ヲ納ム
ヘシ
一月
謝ハ金
一円
、
但シ
二 科 兼修
ノモ
ノハ
一円五十
銭、 毎月
ノ初
メ三日
内ニ納
ム
へシ
一明治十~二十年代を中心として一
一毎
年
十一
月
ヨリ
四月
迄、
校中雑費
トシテ
一ヶ
月
金十五銭
ヲ納
ムヘ
シ
一十
五日
以前
一一 入
校ス
ルモノハ月
謝校費
ノ全
額ヲ
納メ、
十五
日
以後
ハ其
ノ半
額ヲ
納ム
ヘシ
一止
ム
ヲ得サ
ル事
故アリテ
一月以上欠
席ス
ルト
キハ
、
前以
テ其
旨塾
監局
へ申
シ出
ヅレバ
、
再ヒ出
校ノ月
迄ハ
月謝校費
ヲ納ム
ルニ
及ハズ
「進学案内書」と専修大学(一)
一仮
令欠席月
余ニ至
ル モ 、 予
メ其
旨申出ザ
レバ
常額
ノ月
謝校費
ヲ納ム
へシロ
この
「専修学校規則」
(以後、
「規則」
とする)
を詳しく
見る前に、
園撃院大皐図書館所蔵梧陰文庫
には
明
治十
六年三
月に刊
行さ
れた
『専修学校
一覧
』と
いう
冊子
が所
蔵され
ている
。こ
の冊
子の
内
容に
ついて
は
「《
史料紹介》専修学校
学則沿革
(一)
」
(本書所
収)
で
も取り上げ
てい
るが、
専修学校
の
「規則」
「教旨」
「教則」
「
入校退
校」
「学費」
「雑則」 「校員」
(以下
、
これ
らを総
称し
て
「学則」
とす
る)
など
が収録
され
ている
。
明治十六年十
一月
に民
間の書
騨か
ら刊
行さ
れた
『東京諸学校学則
一覧
』
に収
録され
ている
「規則」
と、
そ
れに
先立
つ 同年
七月
に 専修学
校が刊
行
した
『専修学
校一
覧 』
に収
録
され
ている
「学則」
を比
較
する
ことは
、
進学案内
書である
『東京諸
学校学
則一覧
』の
記
載内
容が
ど
こま
で正しか
った
のかを
検討す
る上
で重
要な意
味を持
つと
恩われ
る。
そこで
、 両者 の 相違
点を見
てい
く
が、
「学則」
全文は
「《
史料紹介》専修学校
学則沿革
(一)
」に
(史
料2) とし
て掲載
して
いるの
で 、
そち
らを
参照し
ていた
だきた
い。
「規則」
は「
学則」
と
ほぼ同
じ時
期に刊
行
された
にもかか
わらず
いく
つか
の相
違点を
見る
ことが
できる
。 そ
の違い
を箇
条書き
にし
て
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左に
挙
げる
こと
とする
。
①修垂木
年限が
「規則」
では二年
、「学則」
では
三年
とな
って
いる
②一
学年を
二期
とし
ているこ
とは
同じ
であ
るが
、
二期日
程が
「規
則」
は一
月十五
日i六月
三十日
、
「学則」
では
一月十六
日i七
月十
日とな
って
いる
③「
学則」
にない
、
臨時講義
の講
師の
名前が
挙が
って
いる
④「
学則」
では
「員外生」
とい
う名称が
「規則」
では
「別員」
と
なっ
ている
⑤「
規則」
では
期
末試験を
「小試験」
、
学年末試験を
「大試験」
とい
う
名称
にし
ている
⑥講義内
容に
大き
な違
いが
見られ
る。
さら
に
「規則」
では
法律科
のみの
講
義内容が書か
れて
おり
、
経済科
の講義内容が
ない
⑦「
学則」
にない
十
五日
以
前以後入学者
の月謝納付金
の違いが
書
かれ
ている
③「
学則」
にない
一ヶ月
以上
の休
校に関
する
規定
が書
かれ
ている
⑨「
規則」
には
寄宿、
休業
日など
規定
が省
略さ
れている
。
少し細
かくはあ
るが、
以上
の相
違点を
挙げ
てみ
た。
この
内 、
⑨の
ように
「学則」
にあ
っても
「規則」
にないという
点は、
「凡
例」
に
もあ
るよう
に編
者が意図
的
に省
略
した
ことが
考え
られる
。
この
中で
一番大き
な相違点は修語木年
限の違い
であろう
。こ
の時
期、
多く
の私立学校は修吾ポ年限を
三年
間
とし
ていた
。
進学希望
者にと
っ
て修垂木
年限は大
き
な問 題だ
った
と思われ
る。
この
よう
な修語木
年限
の
間違
い
は本
来、
「進学案内書」
におい
て必
要と
され
る学
校情
報と
し
ては
大き
な不
備があ
った
と言
ってよ
いだろ
う。
では
、
この
間違
いは
一体ど
こか
ら
来た
のだ
ろう
か。 実は専
修学校
の修
業年
限は
設立当初、
二年
間であ
った
。
修業年
限が
三年
間に変
更
された
の
は本
書が
刊
行さ
れたわ
ず
か四
ヶ月
前の明
治十六年七月
のこ
とで
あっ
た目。
凡例が書
かれた
のは
明
治十
六年三
月
のこ
と
であり
、
編者
であ
る小田
は専修
学校の
この
時
期の最
新の学
則、
つま
り「学則」
から
で
はなく
、
それ
以前
の学則を
取り上げ
たと
思われる
。
さら
に 、
この
修
業年代
の相
違点
から
考
えられる
ことは
、
『東京諸
学校学則
一書収
録された学
校情報
は、
少なくと
も専修学
校に
つい
ては
専
修学校側
が提
供
したもの
では
なく
、
小田
自らがど
こから
か収
集し
たも
のを編
纂し
たと
思われ
る 。 専修学
校が提供し
たも
の
である
なら
ば、
修業年
限が違う古
い学則を
提供す
ると
は考え
にくい。
つま
り、
『東京諸学校学則
一覧
』
は収
録さ
れた学
校が
ほとん
ど
関与す
る
こと
なく
、
編者
もしく
は版
元が独
自に刊
行し
た「
進学案内書」
と言
えるの
では
な
いだ
ろう
か。
相違点
に
つい
ても
う一
つ注
目すべき
は、
経済
科の
カリキ
ュラ
ムが
記載
され
ていな
い点
である
。
当時
の専修学校を、
少な
くとも
『東京
諸学校学則
一覧
』
の編
者・
小田は法
律専門学校
とし
て見
て
いたこと
がわかる
。
そし
てこ
の本
を見た読
者も本学
に経済科
があ
ったこ
とは
「規則」
からはま
ったく
わからな
い。
ここ
か
らは
、
本学
が、
当時相
次い
で設
立された私
立法律学校
の
一つ
とし
てしか
見られ
てい
なか
っ
たこ
と可
能性が
あ
るこ
とが
わか
る 。
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4.
『 東 京 留 学 案 内
完』
に
みる専修学校
明治十八年
(一
八八五
)
七月
十日
に出
版人
・和田篤太
郎か
ら刊
行
された
『東京留学案内
完』
につ
いて
は
菅原
氏によ
る分
析が
なされ
ている
なそれ
による
と 本書
の価
格は定
価二十
銭、
全九十四
頁か
ら
なっ
ている
。
その
内
容に
つい
ては
、
国立国会図書館
「近代
デジ
タル
ライブ
ラリ
ー」
で全
文を
デジタ
ル画
像
とし
て見る
ことが
できる
。
編者
である
下村泰大は
その
奥付
に
よる
と埼
玉県
平民
とあるが
、 菅
原氏もど
のよ
うな
人物か
は記し
ていない
。
下村
の業
績は本
書の刊
行
されたわず
か四
ヶ月
前、
明治十
八年三
月に泰
盛館よ
り刊行さ
れた
『西洋戸外遊戯法』
とい
う書
籍か
らも
見る
ことが
できる
。
『西洋戸外
遊戯法』
は明
治十
六年
に東京大学
で教
鞭を
と
って
いた
F・w
・ス
ト
レン
ジが
書い
た
『アウト
・ド
ア・
ゲl
ムズ
』
を翻
訳し
たも
ので
あ
る。
一明治十~二十年代を中心として
『アウ
ト・ド
ア・
ゲ
lムズ
』
は野
外ス
ポー
ツの
実
際を紹介し
たも
の
で、
下村は
『西洋戸外遊戯法』
におい
てベ
スー
ボール
を
「打球鬼ご
っ
こ」
と訳
すなど
、
近代
日本ス
ポー
ツ史
研
究で
はよく
使用さ
れ
る文
献
を書き残し
ている
。
菅原氏が本書
で特に
注目し
てい
る点が本
書の
一番最初
に編
者
・下
村泰大
の手
によ
って書
かれ
ている
「留凶孟旬
ノ注
意」
である
。
この
文
章は東
京の
私立学校
へ入学を
志す者
への
注意書き
である
。
明治期
に
おけ
る私
立学校
の分
析は本
稿
の目
的の
一つで
あり
、
この
注意
書には
当時
の私立学
校の様
子や
どのよう
に見られ
てい
たかが
よく
わか
る内
容で
ある
ため、
かなり
長
文では
あるが
ここ
に引
用
する
こと
とする
。
「進学案内書」と専修大学(ー)
O留学者
ノ注
意
地方
ヨリ
遠ク
笈
ヲ 負フ
テ、
都下
ニ遊
学セ
ントス
ル者ノ必
得ベ
キ
コト
種々
アリ、
是等
ノ事
柄
ヲ
一向
ニ頓
着セ
ズ
シテ
、
只一
東京々
々
トノミ口
ニ称
へ、
心ニ思
ヒ、
東京
サ
へ出
レパ袖
手ヲ
居ル
モ、
大
学者
一一 成
ラル
\如
ク考
フル
ハ大
ナル
誤
解ニ
シテ
、
往々費
用ト時
日ト
ヲ空シ
ク損
毛シ去ル
ノミ
ニ止マ
ラズ、
甚シ
キ
ハ将
来ノ目
的
ヲ誤リ
テ、
復タ如
何
トモ
スル
コト
能ハ
ス、
鵠鴻
ノ志
ハ忽
チ変
シ
テ、
燕雀
ノ志ト
ナリ
、
勇敢 頴 進
ノ気
象
ハ忽
チ挫ケ
テ、
怯儒卑
屈
ノ気
象ト
ナル
ニ至
ル、
蓋シ
一日ノ
計ハ鶏
鳴ニ在
リ、
一年
ノ計
ハ
春季ニ在リ、
一生
ノ計
ハ少
壮ノ
時ニ
アリト
ハ古
人ノ
名
教ニ
シテ
、
復タ動
力
ズ可
カラ
サル
ノ金
言
ナリ
、
然ル
ニ有
為嘱望
ノ少
年ニ
シ
テ、
一朝
自己
ノ処
身ヲ
誤マ
ルカ
為メ
ニ、
不測
ノ災
害一
一陥
イル
ノ
不 幸
ヲ来
ス
ハ、
亦タ悲
シ
ムベキ
ノ事ナ
ラスヤ
、
而シ
テ此不幸
ヲ
止ム
ベ キ手
段ハ
種
々
アリ卜錐
トモ
、
弦一
一概
括シ
テ其要件
ヲ挙
レ
パ、
第一、
事ノ得
失ヲ
モ考
ヘ ズシテ
、
妄リ
ニ東
京ニ遊
学セ
ント
スルノ
志ヲ
圧へ、
地方
ニ在テ
学
ビ得
ベ
キ丈
ハ、
成ル
ベク
地方
ニ
アリ
テ実
力
ヲ養
成ス
ベ
キ事
、
第二
、
既一
一遊
学セ
シ後
ハ、
確立不
亦矢
ノ目
的ヲ
定メ、
旦終
始其進路
ヲ維
持ス
ル事
、
第三、
学校
ヲ撰
ム事
、
第四
、
遊惰放
蕩一
一流
レザ
ル事
、
第五、
摂生
ニ注
意ス
ベキ
事等是
レナ
リ、
然レト
モ此
書
特ニ其
第三
ニ就
キ、
少年
ノ心
得ト
ナル
ベ キ事
項
ヲ掲
載ス
ルヲ
主ト
スル
ヲ以
テ、
今他
ハ暫ラク
汁紘
一一
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省キ
ス
方今我国文化在
盛ノ
域ニ進
歩シ、
全国
到ル所
卜
シ
テ学
校ノ設
ケ
アラ
ザル
ハナク
砂 曙
ノ朗
々タル
ヲ聴カ
ザルナ
キニ
至
リタ
ルハ
、
亦甚ダ喜ブ
ベキ
ノ事ナ
リ、
殊ニ東
京ハ
全
国ノ主
府ニ
シテ
政令
・
法度
ノ之
ヨリ
出ル所
、
民庶衆多、
市街股 富 実
ニ諸
般ノ
人生事業
ニ取
リテ
最モ便
利ノ中
枢ト謂
ツベ
シ、
随一
ア教育
ノ田
園、
則チ学
校ニ至
テモ
其
数甚ダ多
ク、
大学
・専門学校
・中学校等各所
一一 釜
立シ、
小学
校ノ
如キ
ハ数百十
ノ多
キ
ニ至
ル、
則チ
我国文学
ノ淵
薮ト
日フモ
、
決シ
テ其虚
ナ
ラザ
ルヲ
知ル
ナリ、
出旦亦
盛ナ
ラズ
ヤ 、
然レト
モ退
テ其学校部
内一
一就
キ一
々調
査ス
ル
トキ
ハ、
往教々
育
ノ真
面目
ヲ失セ
ルモ
ノナシト
云可カ
ラス
、
蓋シ官
立、
若シ
クハ
公立
一一 属
スル
モノハ
無
論 憂
慮スベ
キ者ナ
シト
難ト
モ、
新設
ノ私
立諸学校
中一
一ハ往
々其
設立目的、
一ニ
射
利ノ
点
ニアリテ
、
復タ
世益
ノ如
何ハ措
テ 問ハ
ザル
モノア
リ、
若シ誤テ
此等
ノ学
校-
一入
ルト
キハ、
山豆遠
ク笈
ヲ負
フテ
都下一
一来
学ス
ルモ
ノ、
利ナ
ランヤ
、
殊ニ
晩近甚
タ驚
クベ夕
、
又タ
恐レ
ベ
キ弊
風
ノ生
ゼ
シ実
況ヲ
見ル
ノ不
幸一
一 際会
セリ
、
今左
一一 其
事実
ヲ挙テ読
者ノ注
意ヲ
喚
起セ
ン
ト
ス
頃日
府下ニ
於テ、
何学院、
若ク
ハ何
学館
ト称シ
、新
ニ大
館大校
ヲ建
築シ、
大一
一生徒
ヲ募
集ス
ル如キ有
様ヲ
諸
新
聞一
一広
告シ、
或
ハ此
度一
一限リ無束僑
ニテ
生徒若干名
ヲ限
リ、
入学
ヲ許
ス
ト力
、
又ハ
院学生徒、
地方独習員
ヲ募
集ス
ル
ナド
、
広大
ニ宣
告シ、
巧
ニ其
虚勢
ヲ張
ラ
ント
スルモノ
アリト雄ト
モ、
実際其校
ニ就
キテ
之レ
ヲ見レ
ハ、
山豆図
-フ
ンヤ
、
小嬢
ナ
ル下宿屋
ノ二
階
ニシ
テ、其
職員
ハ 先生兼取
次一
人ア
ル
ノミ
、
其規則
ヲ問ヘ
パ、
本館別課学
云々
ノ活
版摺リ
一紙
ヲ携
へ来
テ示サ
ル、
因テ
顧
テ其
本
科ヲ
間ヘ
パ、
其答辞誠
一一 暖
昧一
一シテ
、
或ハ更ニ解
スモ
ノア
リ、
蓋シ本
科
ナル
モノ
ハ実
ニ有
ルコ
トナ
クシ
テ、
其広
告ハ雷ニ
世人
ヲ臓
着
シ
テ、
億倖
ノ利ヲ
射ラ
ント
欲ス
ル
ノ狭
滑手
段ニ出
ル
ノミ
故
ニ、
地
方ノ
少年東京
一一 来リ
テ某
学ノ学
校ニ
入ラ
ント
欲ス
ル者
ハ各
自其
校ニ就
キ丁
寧反複其詳細
ノ規
則
ヲ承
合シ、
且
ツ能
ク其
内
部ノ事
実ヲ
穿
撃ス
ルニ
非ザ
レハ
、
往々校
滑者
ノ陥
穿
一一 陥
ヰル
ノ災
害
一一
懸ル
コト
アル
ヲ以、
始テ
都下一
一遊
学ス
ル者
ナド
ハ殊ニ此
点ニ注
意スベ
シ、
又到底地
方一
一 在テ
ハ独
習ス
ル能ハ
ザ
ル学
科ヲモ独
学
ノ出
来ル様
宣
言シ、
且予
メ
一時
一一 若
干ノ
教
授料
ヲ領
納シ
テ后チ、
言ヲ
食ミ、
其事
ヲ実
行セ
ズ、
或ハ
新一
一学
校ヲ
設置
シ
テ外
国人何
某ヲ
聴シ
テ、
今般生徒若
干名
ヲ限
リ募
集ス
ルナ
ド宣言
シ、
偶々
来訪
スル
者ア
レハ
得タリ
顔ニ
テ幾
人ニ
テモ
引
受、
先ツ
束 備金
ヲ
領収
セリ
、
後幾
日ヲ
経ル
モ開
校ス
ル
ノ期
ナ夕、
尚 甚
シ
キハ
地
方
ヨリ
出
京シ
テ始テ入
学ス
ル少
年
ナド
ハ、
一ヶ年
位ノ学
資ヲ
其
校
ノ幹
事一一
依托
シ、
以テ
授業
ノ始
マル
ヲ侠
ツト雄
、
荏再
日月
ヲ経
過シ、
猶開校
セ
ザル
ヲ憤リ、
退校
ヲ乞
ヒ、
且其依
托セ
シ学
資金
ヲ償還
セ
ンコ
ト
ヲ要
求ス
ル
モ、
彼レ
遁
辞ヲ
設ケ
テ、
其償還
ヲ惰
リ、
之レガ
為
一二一国生
タル
者
進退是
レ谷マ
リ
、
大一
一迷
惑ヲ
来ス者
アリ
、
実ニ
不
都合千万
ノ次
第ナ
ラスヤ
、
蓋シ
丁年未
満ノ
者ハ学
資ヲ
坐右
一一 置
クハ
却テ
誘況
ノ主
因ト
ナリ、
怠惰放
蕩一
一陥
ヰル
ノ
患ア
ル
ヲ以
テ、
之レ
ヲ在
京ノ親
戚、
或ハ
学
校一
一預ケ置
ク
ハ甚
タ
宜シ
キ事ナ
リト雄
モ、
前燦述
ル如
キ不
正ノ
学
校往
々之レナ
キヲ
保ス
ル不
能ヲ以テ
、
能々
注意ど丈夫
レ等ノ
学
校ニ入
ラ
ザル
ヲ
可ト
ス、
但シ有
名ナ
ル大
塾ノ
如キ
ハ校礎堅確、
且ツ
幼年
校モ
ア
リ、
学資預リ
ノ方
法モ整
頓セ
ルヲ
以テ
、
此等
ノ学
校一
一入
学
セパ、
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直チ
ニ其手
続ヲ
経テ
、
学資金
ヲ其
校ニ預
クル
ヲ宜シ
トス
以上、
私立学
校ニ入
ラントスル
者ノ
為ニ参
考
卜ナル
ヘキ特
種ノ
注意
ヲ記セ
リ、
以下余
輩ノ現
ニ熟
知セ
ル公
私諸学校
規則
ヲ列
記
シテ
覧者
ノ看
考ニ供
セン
トス
、
但シ此
書ニ記
ス
ル所ノ
者ハ
官
公
立ハ勿
論、
私立
ト雄
モ世
人ノ
一般
ニ優
良適好
ノ学
校ト
シ
テ信
用
スル
所ノ
モ
ノニシ
テ、
且在学生徒
ノ員
数モ亦
他一
一比
シ
テ多
数ナ
ル所
ナリ
、
此他猶私立
ノ漢
洋数学等諸他
ノ学
舎
甚タ
多シ
卜難モ
紙数限
リ
アル
ヲ以テ
弦
ニ省ク日
一明治十~二十年代を中心として
お断りし
た
通り
、
長々
とした
引用
にな
ったが
、
当時
の私立学校
の
状況
を見
る上
で
は大
変重要な史
料である
。
まず
最
初に、
上京し
て学
ぶ若
者
たち
の心得が蕩
々と
述べら
れ
ている
。
現在
の大
学
生に
も十分
当ては
ま
る訓
辞と言え
よう
。
ここ
に
は官原
氏の言
うよ
うに
「指導書」
とし
ての
側
面を十
分に見
て取る
ことが
できる
。
そし
て、
もう
一点は当
時の私
立学
校の状
況で
ある
。
明治十年代か
ら急
激にそ
の数
を増やし
てい
く私立学校が官公立学校
に比
べて
、
そ
の拠る
べき基
盤の
薄さからか
、
かなりい
い加
減な学
校が多か
った
こ
とが強
調
され
ている
。
特に新
設の私
立学
校には
利
益を
目的と
して
設
立された
学
校も多く、
せっ
かく
志を持
って上
京し
てき
た若
者に対
し
て、
十分
な下
調べ
が必
要
である
ことを
執劫
に述
べて
いるの
である
。
新聞広告や雑誌広告も当
てには
ならな
いとも
言う。
確か
に多
くの
私立学校
は新
聞
や雑誌
に積
極的
に広
告を出し、
生徒
の募
集を行
って
「進学案内書」と専修大学(ー)
いた
。
専修学校も開校式
に先
立
つ明
治十
三年
八月
十日
の
『東
京日日
新聞』
に次の
よう
な広
告を出し
ている
。
今般同志相謀
テ専
門学校
ヲ設
立
シ、
先ツ
経済学
・法
律学
ノ二
科
ヲ置キ、
来九月
ヨリ
講鐙
ヲ開キ、
邦語
ヲ以テ
教
授ス
、
有志
ノ諸
君ハ
九月
十日
迄
一一 左ノ
処へ御
来談
アレ
芝区
三田四
丁
目三十三
番
地
京橋区南紺屋町十
一番
地
神田
錦町
一丁
目六番地
元 攻 法館
小石川区金富町四十六番地経済学教員
田尻稲次郎
法律学教員
津田純
一
目賀田種太郎高橋
一勝
京橋区木挽町二丁
目十
四番
地
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専修学校凶
この
よ
うな
広告
は専
修学
校に限
らず
、
多く
の私
立学
校にお
い
て生
徒募
集の
ため
の一
つ
の手
段
とし
て行われしか
し編
者・
下村
は
それ
すらも
決し
て当
てに
ならな
いと
述べ
る。
ていた
である
。
逆に
言えば、
本書 の
内容が
いか
に正
確を期
している
か、
また本
書で
取り
上げた私
立学校
は大
丈
夫で
ある
と
いう
ことを
言っ
ている
とも
言
えよう
。
もう
一ぃ口…、
こ
の史
料か
らわか
るのは
明
治十八
年当時
には
や
くも
「地方独習生」
を募
集し
ている
私
立学
校が数
多く
ある
とい
うことで
ある
。
これ
まで
、
私立学
校にお
い
てこの
よう
な
通信教育
制度を
最初
に取
り入
れた
のは
英
吉利法律学校
(中央大学
の前
身)
であ
ると言
わ
れていた
げが
、
今後
はこ
の件に
つい
ても
考え直
し
ていく
必要が
ある
かも
知
れない
。
次に本
書の出
版
人で
あ
る和
田篤太
郎に
つい
て簡
単に
述
べると、
和
田は
安政
四年
(一
八五
七)
に岐
車県不破郡荒川村
に生まれた。
号は
鷹城。
巡査
を経
て、
明治
十一
年(
一八
七八)
に神
田和泉町
で書籍
の
小売兼行商
を営み、
明治十五年、
雑誌
「新小説」
を
発刊、
現在も続
く春陽堂書屈と
して
出版を
始め
、
近代文
学の発
展に
貢
献し
た人
物で
ある
m o
この
『東京留学案内』
は刊
行のわ
ず
か三
ヶ月
後の明
治十八年十月
には
改訂版
とし
て
『増補
東京留学案内』
が刊
行さ
れている
。
この
増補
版では
、
先に挙
げた
「留学生
ノ注
意」
は幾分短
くなり
、
現在
の
私立学校
に対
す
る警鐘も
少な
くな
って
いる
。
この
こと
が何
を指すか
はよく
わ
からな
い。
専修学校
の記
事は増
補版
もふく
め
て左
の
よう
な
もの
であった
。
(初版)
O専修学校本校
ノ教
授ハ
都テ講
義ヲ
以テ
ス
本校
ノ教
授ス
ル所ノ学
科ハ
法律学
・経
済学
ノ二
科ト
ス、
生徒
ヲ
?分
ツ
テ本
員
・別
員ノ
二種ト
ス
束修
金一円
月謝
金一円
但シ
二科
兼修 ノ
者ハ
一円
五十銭
ヲ納ム
ヘシ
十一
月ヨリ
四
月迄校費
ト
シテ
一ヶ月
金十五銭
ヲ出ス
ヘシ
神田中猿楽町
(増補版)
O専修学校
神田中猿楽町
本校
ノ教
授ハ
都テ
講
義ヲ
以テ
ス
一本
校教
授ス
ル所ノ学
科ハ
法律学
・経済
学ノ
二科ト
ス、
生徒
ヲ
分テ
本員
・別
員ノ
二種ト
ス
一毎
月
第一
ノ日
曜日
ニ於
テ討
論会
ヲ開キ生
徒ヲシ
テ講
習セ
シメ
第三
ノ
日曜
日ニ於
テ特
別講
義ヲ
為ス
ベシ
第一年
第一期
法律初歩契約法
代理法
訴訟演 習
第一年
契約法
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憲法
売 買 法
刑法大意
第二期
売買法
私訴犯法
身分法
受托法
一明治十~二十年代を中心としてー
組合商業並会社法
訴訟演習
第二
年
第一期
海上法
海上保険法
万国公法
治罪法
日本刑法
訴訟演習
第二年
第二期
海上法
海上保険法
法理
証拠法
訴訟法
流通証書法
立法論
訴訟演習
一毎
年九月
ヲ以
テ入
校ノ
期ト
ス(
臨時入校
ヲ乞
フ者
ハ之
ヲ許ス
ト雄ト
モ試
験ヲ
経ザ
レパ本
員タ
ル
ヲ得
ズ )
一年
齢満十八年以上
ニア
ラザ
レ
ハ入
校ヲ
許サズ
(但
シ公
私ノ中
学ヲ
卒業
セシ
モノハ
此
限ニ
アラ
ズ)
一断
リナ
ク欠
席二
ヶ月
以
上ニ至
レ ハ
退校卜見倣
シ入
学証
ヲ返
却
訴訟法
法理
仏国契約篇
スヘ
シ
二日
一退校
シ再ビ入
学ヲ
請フ
時ハ
新入
ト同
様ノ手
続ヲ
経
ヘシ
一入
校ス
ルモノハ
束
修ト
シテ
金一
円ヲ
納ム
ヘシ
一月
謝ハ
金
一円但
シ二
科
兼修
ノモ
ノハ
一円五十銭毎月
ノ初メ三
「進学案内書」と専修大学(ー)
日内
ニ納
ム
ヘシ
一毎
年十
一月ヨリ
四月
マデ校
中雑費
トシテ
一ヶ
月
金十五銭
ヲ納
ムヘ
シ
一十
五日以
前
一一 入
校ス
ルモノハ
月謝校
費ノ全
額ヲ
納メ十
五日
以
後ハ
其半額
ヲ納
ム
へシ
一仮
令欠席月
余ニ至
ル
モ予
メ其
旨申出ザ
レハ
常額
ノ月
謝校費
ヲ
納ム
ヘシ
一見
して
わか
るこ
と
は、
初版と
増補版
ではそ
の記載内容が体裁、
情報量
の多さとも
大きく
違う点
である
。
ここ
でも
専
修学
校か
ら明
治
十八年三
月に
出さ
れた
「学則」
と比較
しながら
、
内容を
見
ていく
こ
とに
しよ
う。
この
「学則」
も先
に挙
げた学
則と同
様に
「《
史料紹介》
専修学校
学則沿革
(一)
」 (史
料4) で取
り上げ
ている
。
まず
、
初 版
の方であ
るが、
「学則」
と
の相
違点は
「本員」
「別員」
とい
う呼
称が
「学則
」に
は見
られな
いこ
とで
ある
。
次に
「増補版」
の方で
あ
るが、
「学則」
にない
十
五日
以前以
後入学者
の月謝納付金
の違いが
書か
れ
ている
。
「規則」
には
寄宿、
休業
日など
規定
が省
略
され
ている
、
など
『東京諸学校学則
一覧
』
の時の同
様の相
違点が見
られ
る
。
さらに
号一 早えば
、
これ
も
「東京諸学校学則
一覧
』
と同
じ
であ
るが、
講義内
容に大きな違
いが
あり
、
法律
科の
み 講
義内
容が書か
れている
という
点で
ある
。
しかも
、
講義内容は
二年
分のみ
、
その
内
容は
『東
京諸学校学則
一覧
』と
まっ
たく
同じ内
容であ
った
。
編者
であ
る下
村
が『
東京諸学校学則
一覧
』
を参
考にし
て、
編集
した
と考え
ても
良い
だろ
う。
先にも
述べ
たが当
時、
専修学校
の修
業年
限は三年
であり
、
変更
後二年
の月日が流
れている
。
それ
でもなお
、
変更
され
てい
ない
点を考え
ると、
情報内
容に疑
問を抱
かざ
るを得
ない
。
この
点に
つい
ては
専
修学校以外
の記
事の
詳細
な分
析が必
要と
なる
だ
ろう
。
そし
て、
こ
の時
期に
おい
ても
まだ、
専修学校は
「進学案内書」
の
なか
で
は法
律科
の方
が重要
視
され
てい
たこと
も見逃せ
ない
事
実であ
る。
ただし
、
ここ
では
、
「経済科」
の文
字が入
って
い
る点が前
書と
は大き
く
違っ
ている
。
5.
『地方生指針』と専修学校
こ こ
では
、
まず
最
初に明
治二十
年
(一
八八
七)
六月
に刊
行さ
れた
『地方生指針』
に見
られる
専
修学校
の記
事
を見て
いく
こと
とする
。
専修学校
神田今川小路
一当
校ハ
邦語
ヲ以
テ経
済学
・法
律学
ヲ教
授ス
ル所
トス
一修
業年
限ヲ三
年ト
シ、
毎一
年
ヲ一級
トス
一経
済・法
律ノ二
学
科ハ之
ヲ兼修
ス
ルコ
トヲ
得
一経
済科課程左
ノ如
シ
O第
一年前期
経済原論、
経済要論、
貨幣論、
歴史、
簿記学
O第
一年后期
経済原論、
応用
経済、
貨幣論、
経済要論、
歴史、
簿記学
銀行誌、
外国為換、
経済考徴、
貿易論、
外国貿易原理、
簿記学
銀行誌、
銀行史、
経済考 徴 、
租 税 論 、
経 済史、
簿記学租税論、
国債論、
商業史、
世態学、
政治学、
論理学
O第二
年前期
O第二
年后期
O第三
年前期
O第三
年后期
国債論、
商業史、
予算論、
官有財産論、
世態学、
弁論学
一法
律科課程左
ノ如
シ
O第
一年
法学通論、
契約法、
私犯法、
代理法
、
刑法、
親族法、
売買法
O第二年
組合会社法、
動産委托法、
財産法、
治罪法、
流通証書、
証拠法、
平等法、
訴訟法、
擬律擬判
。
第三年
財産法、
破産法、
保険法、
商 船 法 、
理法、
羅馬法、
擬律擬判
。科外
議卸売
歴史、
万国公法、
万国私法、
論理学、
政治学
、
立法論、
強認法、
弁論学
一入
校ヲ
請フ
者
ハ年齢十八
歳以上
タ
ルヘシ
一入
校志願者
ノ便宜ニ依リ入校
ノ際
試
験ヲ
要セ
ス、
又定期
ノ試
験ヲナサ
スシ
テ員
外生
トナル
コト
ヲ得ヘ
シ
一入
校ス
ル者ハ束
僑
金一
円ヲ
納
ムヘシ
一月
謝ハ
一科ヲ
修ム
ル者
ハ八十
銭ト
シ、
二科
ヲ兼
修
ス
ル者ハ
一
円二十
銭
トス
、
外一
一校
中雑
費ト
シ
テ毎
月十銭
ヲ納ム
ヘシ
一夏
期休業
ハ七
月
十一
日ヨ
リ
九月十五
日ニ至
ル
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これま
でと
同様
に、
この時
期の
専修学
校が明
治二十
年
一月
に発
行
した冊
子
『専修学校
一覧
』
に収
め
られ
ている
「学則」
(「《
史料紹介〉〉
専修学校
学則沿革
(一)
」
(史
料5)
参照)
と比
較す
る。
­    
一明治十~二十年代を中心として一
本書
に収
めら
れてい
る内
容は
「学則」
と見
比
べてみる
とよく
わ
か
るが
、
これ
ま
で取
り上げ
た二
つの
「進学案内書」
と比
べると
、
情報
の精
度
がかなり
高いこ
とがわか
る。
特に講
義内
容に関
し
てもほぼ同
じ、
し
かも
経済科
の講義内
容ま
で取り
上
げている
。
この点に
ついて
は先
に取り上げ
た二
つの
書
籍と
は大
きく
違
って
いる
。
その
文言
の使
い方
を見ると、
ほぼ同
じ表
現が数多く使用
され
ており
、 専
修大学発
行の
「学則」
を参
考にし
つつ
、
それをかなり
コン
パ
クト
にした
も
の
と考
えられ
る 。
本書
はこれ
ま
での二
つの
「進学案内書」
に見られ
る
専修学校
の記
事と
は大き
く
異な
って
いる
。
では
、
この
『地方生指針』
がど
のよ
う な
「進学案内書」
であ
った
のか
を
見てみよう
。
例によ
って菅
原氏
の研究ω
に依
拠し
つつ
、
足り
ない
点
を補
足し
ていく
こと
にする
。
内容
に
ついて
はこれ
ま
での二
書
と大きな違
いが
見られ
る。
規則
の
収録
はもち
ろんだが
、
上京す
る学
生
への
心
得にか
なりの重
きをなし
てい
る点
である
。
この点に
つい
ては
菅
原氏も
「上京
の心得、
学資金、
苦学
生の
修
学の方
法、
下宿事情、
衛生、
在京書生
の品
行
・衣
服、
東
京の
市街
にわた
る都
会の
生活情
報か
ら私
立学校入学
の注
意、
学力論、
東京
の構造的特質さ
らに
各学校
の諸規則、
さらに
主
要官立学校
の入
学試験ま
で掲
載し
てい
ること
が特
徴である
」
と述
べて
いる
。
そし
て、
編者
・本富自身
は教師経験、
書生経験
を経た人
間
であ
るこ
とを評
価
している
。
これまで
の
「進学案内書」
とは
違っ
た構 成を
と
って
おり
、
その
後の
「進学案内書」
にもそ
の内
容に
本
書の影
響を
見るこ
とが
で
「進学案内書」と専修大学 (ー)
おC
ヲ匂
。では
、
その
編
者・
本富安四郎
であ
るが、
奥付
に
は新潟県士族
であ
り、
小石川
区春
日
町五十番地
・石
垣貫三
方に寄
宿し
てい
るこ
とがわ
かる
。
本富
は長
岡藩士
と
して
生まれ、
明治十九年
(一
八八
六)
、
上
京し、
東京英語学校夜間部
(日
本
学園高等学校
の前
身)
に学んだ。
その
後は鹿
児島や郷
里・
長岡
で教
鞭を
と
って
いる
。
著書
とし
ては
明
治二十二i二十
五年に
鹿児島
で過
ごした日
を々
綴っ
た
『薩摩見聞記』
がある
。
本富
がこ
の
『地方生指針』
を編
集
した
の
は東
京英語学校
で学ん
で
いる
時で
あった
。
先の
『東京諸学校学則
一覧
』
を編
纂し
た小
田も上
京一
年後
に編
集
してい
るが、
本富
にと
っても
上京
一年後
の仕
事であ
る。
この時
期の
「進学案内書」
の成
立を考え
る上
でも
非常
に興
味深
い点
である
。
この
よう
な
「進学案内書」
の必
要性を
一番
感じ
ていた
のは
上京
した
ての
学
生だ
った
のか
も知
れな
い。
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出版人
である
、
小林新兵
衛お
よ
び嵩
山
房に
ついて
は
菅原氏も
ほと
んど
触
れて
いない
ので
、
ここ
で述
べる
こと
とする。
とい
うのも
「進
学案内書」
が嵩山房か
ら刊
行さ
れた
点に意
味が
ある
と
筆者
は考え
る
から
である
。
嵩山房は事保年間
(一
七二ハ
i三
五)
には
早く
もそ
の名
を見る
こ
との
できる
老舗
の書
障で
あり
、
その屋
号も荻生但傑が
つけ
たと
言わ
れる
由緒
ある
もの
であ
る 。 本書
にも
見
られる
小
林新兵衛は
この嵩
山
房主人
の代
名々
でもある
。
有木氏
の研
究
却に
よる
と
享保九年
(一七
二四
)
に刊
行し
た
『唐詩選』
の成
功
によ
って大きな利
益を
得た
とい
う。
そ
の後
も明
治、
大正と多く
の本を
刊
行し、
少な
くとも昭
和初期
のこ
ろま
で
は刊
行物を確認す
るこ
とが
できる
。
明治
期におけ
る嵩
山房
の刊行物
を見
てみ
ると、
明治八年
(一八
七
五)
に刊
行し
た中
根淑
『兵要日本地理小誌』
をは
じめとし
て、
文系 ・
理系
を問わず
、
小学校
・中学校、
また
は高等教育機関
用の
教科書類
を数
多く出版
して
いる
。
また、
明治
四十二
年
(一
九O九)
には
花輪
虎太郎
が書
いた
『英語受験準備』
も刊
行
している
。
これ
は
「進学案
内書」
では
なく
、
英語受験
用問題集
であり
、
「問題之部
」
と「
解釈
之部」
の
二冊
から
成る本
格的
なも
の
である
。
この
『地方生指針』
も
「第
二編
下」
には
「諸官立学校入学試験問
題」
とし
て
「東京農林学校」
「陸軍士官学校」
「海軍兵学校」
「東京
商業学校」
「第
一高等中学校」
の五校
分の
入学試験問
題が載せ
られ
ている
。
これが後の
『英語受験準備』
にも
繋が
って
い
るとも
考え
ら
れる
。
嵩山
房にと
って
も、
この
よう
な
「進学案内書」
の刊
行は自
社が刊
行す
る教
科書類
の販
売にも
繋が
ること
であり
、
書臨時
とし
て
の大
きな
メリ
ット
は
あった
の
では
ないだ
ろう
か。
さら
に言えば、
「進学案内書」
を嵩
山
房の
よう
な
老舗
の書
躍が刊
行し
た意
義も
大きか
った
の
では
ないだ
ろう
か。
これ
ま
で取
り上
げた
二つ
の
「進学案内書」
と違
い、
初め
て江
戸時代か
ら
続く書曲師、
しか
も老舗書擦が軒
を連ね
る
日本橋界
隈の書
躍である
。 こ
の老
舗書障
の
人脈を
垣間
見るこ
と
ので
きるの
が巻
末に掲
げられた
「売捌書購」
の
一覧
である
。
近世以来、
書籍
の流
通を担
って
きた
方法
の
一つ
とし
て売
弘所
(ま
たは
「売捌所」)
の存
在があ
る。
三都
の書
擦を中
心に
つく
られた
書
籍を、
三都
内、
また
は地
方
で販
売し
ていたのが
売弘所
である
も近
世以
来の書 躍で
ある
嵩
山一房も
この売
弘シ
ステ
ムを利
用し
て書
籍を販
売し
てき
たし、
また自
身が売
弘所と
なり
、
他書障
の書
籍を取り
扱っ
ていた
。
嵩山一房は
「進学案内書」
では
ないが
、
類似す
る点も
多い
「名所案
内」
にも関
わっ
ている
。
例を挙
げ
ると、
歌川広
重の
手によ
って嘉
永
三年
(一
八五
O)
i慶応三年
(一
八六七)
に刊
行され
、
江戸観光案
内書
とし
て 大
評判を
博し
た
『絵本江戸
土産』
(版元
・金幸堂菊屋幸
三郎
)で
は嵩山房も多く
の書
購
ととも
に販
売を行
って
いる
。
また、
明治二
十一年
(一八
八八)
には
『松島勝譜』
とい
う名所案内も刊行
してい
る。
nu nU 
巻末
の
「売捌書臨時」
にある
北
畠茂兵衛
(屋号は
「千鐘房」
)、
稲田
佐兵
衛は
近世か
ら続
く老
舗で
あり
、
丸屋善
七は
言わずと知れ
た現
在
の丸
善、
いろ
はや
新造
は新
興の
貸本屋と
して
東京
に二百
を数え
る居
舗を
持っ
てい
たと
言われ
る。
また、
最後
に名
前が挙
が
って
いる
三 木佐助
は大阪
にお
け
る近
代出
版史
を見る上
で欠かす
こと
ので
きな
い人
物である
。
詳細は小田氏が
紹介n
し
ている
が明
治七年
(一
八七四
)の
『小学生徒必携』
をはじ
めとした
教
科書出
版に
力を注
いだ
人物
であり
、
「進学案内書」
の販
売書庖
とし
て
は非
常に適した書
躍であ
ったと言
えるだろ
う 。
このよ
う
にここに
名を連ね
る
「売捌書臨時」
には
新旧取
り混ざ
った
当時
の有
名な書
騨
たち
であり
、
このよ
う
な書
騨たち
を販
売
所に
でき
たの
もやはり
老舗
・嵩山
房の力
があ
った
よ
うに
思われ
る。
「進学
案内書
」は
こ
のあ
と種
類・
量とも
に増え
ていく
、
その
後の
「進学案内書」
の分
析は必
要
とするが
、
その
土台
をつ
くっ
たの
が 嵩
山房刊行
『地方生指針』
と言
える
の
では
ないか
と考
えている
。
一明治十~二十年代を中心としてー
『地方生指針』
売捌書健
一覧
「進学案内書」と専修大学(ー)
売 捌 書 騨
大坂久宝寺角町 大坂
備後町
東尽 東京 東京
本震 本橋通区日 本橋通区日
丁四目
丁目 丁目 丁目
丁目 丁目
木佐助 梅七原亀 井蘇士上口と 西霊太
巌 団
輿論
社
叢書閣 丸屋号 稲佐兵
衛
田
員衛
々 々 ろ
A盈U主， 社
支庖
lま
新造や
6.
お わ り
に
本稿
では
紙
面の都
合も
あり
、
三冊の
「進学案内書」
を取り
上げ、
専修学校
の記
事お
よび
「進学案内書」
その
もの
の分
析を
行っ
た 。 そ
の上で
、
いく
つか
考え
られ
るこ
とを述
べ
たが、
あくま でも
今
後の課
題とな
るよ
うな
点が多く
、
充分
な位
置づ
けが
でき
たとは
言い難い。
とはいえ
、
この
よう
な個
別事例研究
を積
み重
ねるこ
と
で新た
な問
題
点が出
てくる
ので
はな
いか
とも
考え
ている
。
今回
は明
治十六年
から二十
年の聞に刊
行され
た三冊の
「進学案内
書」
の記
事の精
度の
問題
を取り
上げ、
前二
冊に
ついて
は専修学校
の
記事
に誤りが
見られ、
しかもそれが
全く同じ箇
所が
あ
るこ
と、
それ
に対し
て
『地方生指針』
におい ては
情報
の精
度が増し、
内容
・販
売
方法
に大
きな変
化
が見られ、
『地方生指針』
がそ
の後の
「進学案内
書」
の指
針にな
った
の
では
ないか
ということ
を述
べた
。
この
点に
つ
いて
は今後、
数を増し
ていく
明治
二十年代、
三十
年代
の
「進学案内
書」
を見
てい
くこと
でより
詳し
い分
析が
でき
るの
では
ないか
と考え
nu 
ている
。
最後
に当
時の
専修学校
の様
子を
見て
いき
た
い。
「進学案内書」
は
地方か
ら上
京し
て学
校
で学ぶ
人のた
め
のもの
である
。
では
当時、
専
修学
校には
どのく
らい
地方出身者が
いた
のだろ
うか。
明治十
四年か
ら二十
年
までの
卒
業生
の出
身県を
挙げ
たも
のが
次の表である
。
いか
に多く
の地方出身
者が集ま
って
い
たかがよく
わかるだ
ろう
。
おそら
くこ
の 傾
向は他
の私
立学校
でも
変わ
らな
いの
ではな
いだ
ろう
か。
そ
ういう
意味
では
「進学案内書」
の潜
在的な需要は
かなり
あ
った
ので
最後
に本
学大学史資料課
が所
蔵する
「進学案内書」
の原
本一
覧
を
掲げ
ておく
。
ご利
用い
ただけ
れば
幸い
である
。
はな
い
かと恩
われる
。
現在
のところ、
専修学校卒業
生が書
き残し
た資
料か
ら
「進学案内
書」
の存
在を見
るこ
とはで
きな
い。
この点に
ついて
は大き
な今
後の
課題
である
。
本稿
で取り
扱っ
た
「進学案内書」
以後
のものと
の分
析
とあわせ
て、
調査
を続け
てい
きた
いと
思う。
(表 1 ) 年別卒業生出身地
卒 業 年 出 身 地 人数 卒 業 年 出 身 地 人数
明治14年 岡 山 県 3 石 川 県 2 
宮 城 県 滋 賀 県 2 
福 島 県 三 重 県 2 
茨 城 県 島 根 県 2 
埼 玉 県 岡 山 県 2 
長 野 県 熊 本 県 2 
石 川 県 宮 崎 県 2 
高 知 県 青 森 県 l 
鹿児島県 秋 田 県 1 
明治15年 東 京 市 2 群 馬 県 1 
長 野 県 2 神奈川県 1 
長 崎 県 2 新 潟 県 1 
熊 本 県 2 京 都 府
福 島 県 福 岡 県
茨 城 県 1 大 分 県
埼 玉 県 明治18年 な し
静 岡 県 明治19年 岡 山 県 4 
愛 知 県 1 山 梨 県 3 
滋 賀 県 1 東 京 市 2 
島 根 県 1 神奈川 県 2 
山 口 県 1 長 野 県 2 
高 知 県 1 石 川 県 2 
鹿児島県 1 山 口 県 2 
明治16年 長 崎 県 3 熊 本 県 2 
群 馬 県 2 宮 城 県
岐 阜 県 2 新 潟 県
大 阪 府 2 福 井 県 1 
兵 庫 県 2 愛 知 県
福 島 県 l コ 重 県 1 
埼 玉 県 1 高 知 県 1 
新 潟 県 1 愛 媛 県 1 
石 川 県 1 福 岡 県 1 
静 岡 県 佐 賀 県 1 
島 根 県 1 宮 崎 県 1 
高 知 県 明治20年 鹿児島県 4 
愛 媛 県 1 東 京 市 2 
不 明 岡 山 県 2 
明治17年 東 京 市 6 福 岡 県 2 
福 島 県 5 福 島 県 1 
長 野 県 4 千 葉 県 1 
静 岡 県 3 長 野 県 1 
長 崎 県 3 山 口 県 1 
栃 木 県 2 香 川 県 1 
埼 玉 県 2 愛 媛 県 1 
「進学 案内書」と専修大学 (ー) 一明治十~二十年代を中心として一
(表 2 ) 大学史資料課所蔵 「学校案内」 一覧
発行年 重Eヨ宝 名 著者 ・ 編集者等 発 行 所 備 考
明治18年 増補 原編輯人 ・ 埼玉県平民 ・ 東京京橋区南伝馬町 l 丁
10月 10 日 東京留学案内 下村泰大/増補人 ・ 岐阜 目 14番地 ・ 春陽堂県平民 ・ 和田民之助
明治26年 明治二十六年 編著者 ・ 東京市牛込区矢 東京市神 田 区表神保町 3
7 月 5 日 東京修学案内 来町3番地 ・ 須永金三郎 番地 ・ 東京堂書房
明治30年 諸学校規則集改正 発行者 ・ 東京市神 田 区橋 附学科課程
4 月 8 日 東京入学便覧 本町 2 丁 目 9 番地 ・ 嵯峨 表野彦太郎
明治33年 日 用百科全書第三拾七編 編者 ・ 博文館編輯局 東京市 日 本橋区本町 3 丁 3 版6 月 25 日 就学案内 目 ・ 博文館
明治35年 東京遊学案内 編輯者 ・ 東京市神 田 区南 東京市神 田 区南甲賀町 83 月 23 日 甲賀町 8 番地 ・ 木下祥真 番地 ・ 内外出版協会
明治36年 三十六年改正 改訂再版、
4 月 6 日 男女東京遊学案内 著者 ・ 酒井勉 東京修学堂 附最新試験問題
明治37年 明治丹十七年度 著者 ・ 酒井勉 東京修学堂l 月 5 日 男女東京遊学案内
著作者兼発行人 ・ 東京市 18版、 附官明治38年 成功秘訣 赤坂区赤坂 田 町 3 丁 目 10 東京市赤坂区赤坂 田 町 3 立諸学校入10月 7 日 諸学校官費貸費入学案内 番地 ・ 吉川庄一郎 丁 目 10番地 ・ 保成堂 学試験問題集
明治40年 明治四拾年度改正 著作者 ・ 原田 東風 東京市神田区鍋町21害訴也 ・ 再版2 月 20 日 男女東京遊学案内 大学館
大正 5 年 最近調査 編纂者 ・ 東京市麹町区飯 東京市神 田 区表神保町 2 再版6 月 5 日 男女東京遊学案内 田 町 2 ノ 55 ・ 川西房治郎 番地 ・ 惰学堂書庖
大正15年 最新調査 編輯者 ・ 東京市小石川 区 東京市小石川 区宮下町43
l 月 20 日 東京学校案内 宮下町43 ・ 金子出版部編 番地 ・ 金子出版部 改訂 3 版輯部
昭和 7 年 新調 東京市神 田 区北神保町 8 3 版、 附各
10月 5 日 東京男子学校案内 編輯者 ・ 日 昭館書庖 番地 ・ 日 昭館書庖 学校入学考査解答
昭和10年 昭和十年度版 編纂 ・ 大 日 本学生保護者 東京市神 田 区神保町 3 丁標準東京学校案内 男子 3 版2 月 2 日 音日 協会 目 17番地 ・ 春陽社
昭和10年 新調 東京市神 田 区神 保 町 l 丁 附資格検定
3 月 15 日 東京学校案内 編輯者 ・ 日 本教育調査会 目 36番地 ・ 日 本教育調査 試験及職業� 案内
昭和20年 昭和十九年度 編者 ・ 旺文社 東京都牛込区横寺町55 ・2 月 l 日 全国上級学校綜覧 株式会社旺文社
(註)1菅
沼亮芳
「明治
期における
「学
び」 と進
学案内書」
(『
受験
・進
学・
学校|
近代日本
教育雑誌
にみ
る情
報の研
究l』
(学文社
二O
O八)
菅沼
氏に
よる
「進学案内書」
に関
す
る論
文
を次に挙
げ
ておく
。
本稿
の執
筆にあた
って
参考
にさせ
ていた
だいた
。
-「
明治期
「進学案内書」
にみる
進
学・学
生・
受験
の世界」
(『
日本私学教育研究所
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資料
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』
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代日
本
私学教育史研究
(1)
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『進学
・学校案内書』
にあら
われた明
治叩年
代の東
京の
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(『日本
私学教育研究所紀要
第三十二
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(1)
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・経営篇』
一九
九六)
-「
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私学教育史研究
(2)
|
『進学
・学校案内書』
にあら
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治後期
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(『
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私学教育研究
所紀要
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九
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七
「近
代日
本私学教育史研究
(3)
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(史)
資料
とし
ての
「進学
・学校案内書」
の文
献目録
(未定稿)
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3年
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94
6年
l」
(『
日本
私学教育研究所紀要
第三十四
号
(1)
教育
・経
円 昌
也廟』
一九
九九)
-「
近代日
本
私学教育史研究
(4)
|
『進学
・学校案内書』
にあら
われた明
治後
期の東
京の私
学
(そ
の2
)
|」
(『
日本
私学教育研究
所紀要
第三十
五号
(1)
教育
・経営篇』
二0
00)
「近
代日
本
私学教育史研究
(5)
|大正期刊行
の
「進学案内書」
の書
誌的分析を中
心と
し
て|
」
(『
日本
私学教育研究所紀要
第
十六
号
(1)
教育
・経営篇』
二O
O一)
菅原
氏の
これ
らの研
究論
文にお
い
て時
期的区
分によ
る個
別
「進学案
内書」
の書
誌的な
分析を
行っ
てい
るが、
そ
の内
容は著
者や発
行者
の
紹介、
ど
の大
学
がど
の書
籍に
取り上
げら
れている
かなど
を取
り上げ
たもの
であり
、
記事内容ま
では
踏み込ん
でいない
。
2菅
沼亮芳
「前掲書」
3現
在の
書籍史研究
の状
況は
多
様化し
ており
、
国文学、
歴史
学、
社会
学な
ど様々
な研
究分野
からなされ
ている
。
一橋
大学教授
・若
尾政希
氏を呼
びかけ
人とし
て行われ
ている
「書物
・出版と
社会変容」
研究
会はそ
うい
っ た研
究状況
を反
映す
るよう
に多
く
の分
野の研
究者が
集
まっ
ている
。
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4「
進学案内書」
と個
別の学
校を取り
上げた資
料紹介と
して
浅
沼薫奈
氏に
よる
「進学案内書
・受
験雑
誌に
現れた拓
殖大学」
①i③
(『拓
殖大学百年史研究』
6号
18号
)
が挙
げられ
る。
浅沼氏
は
「本校が
日本社
会か
らど
のよ
う
に評
価され
てきた
のか
、
各時
代で
の位
置づ
け
や役
割を
知るため
の資
料」
とし
て進
学案内書
や受験雑
誌を
取り
上げ
てい
るが
、
進学案内書
そ
のもの
の分
析は
なされ
ていない
。
5近年
の書
籍史研究
の成
果や課
題に
ついて
は藤賓久美子
氏の
『近世書
籍文化論
|史料論的
アプ
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チ |』
(吉川弘文館
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以下、 永嶺氏
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の引用
・参考
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て本
書に
拠る。
7菅
沼亮芳
「前掲書」
8日
本
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の履歴書
文化人
1』
(日
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社
九八三)9『
専修大学百年史
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一九
八一)
E
S
日小田勝
太郎
編
『東京諸学校学則
一覧
』
(英蘭堂
一八
八三)
本稿
におい
て本
書か
らの
抜
き出
し
た史 料はす
べて
国立国
会図
書館近
代デ
ジタル
ライ
ブ
ラリー
所蔵
本に
拠るも
ので
ある
。
日小田勝
太郎
の生
涯に
ついて
は
「福山誠之館同窓会」
のホlム
ペl
ジ
一明治十~二十年代を中心として一
内にある
「小
田勝
太郎」
および
『誠
之館百三
十年史
上巻』
(福山
誠之
館同窓
会編刊
一九
八八)
に拠
った
。
ロ小
田勝
太郎編
『東京諸学校学則
一覧
』
(英蘭堂
一八
八三)
忘
色ふ8
日『
専修大学百年史
上巻』
(専修大学
一九
八一)
包
忍
比菅
原亮芳
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日『
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E
g
口『
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る遠
隔教育
の初
期的形
態に
関す
る研
究』
(放送教育開
発セ
ンタ
ー
一九
九四
)
日和
田篤
太
郎に関
して
は山
崎安雄
『春陽堂物語
春陽堂を
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る明
治
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の作
家たち』
(春陽堂書庖
一九
六九)
に詳
し
い。
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原亮芳
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に
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排斥」
(『中国文学論集』
第三十 六号
二O
O七)
幻この
よ
うな近
世の書
籍流
通シ
ステム
の 研
究の代
表的
なも
のとし
て 大
和博幸氏
の
「広域出版
流通
の進展と
本屋
(書物屋)
仲間
の変容」
(『図書
館文化史研究』
十八号
二O
O一)
、
「江戸
時代広域出版流通
の形
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発展
|基礎的研究」(『
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一O
二巻二号
二O
O
一)
など
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。
幻小
田光雄
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